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別紙様式２－１ 

茨城県立日立第一高等学校・附属中学校 指定第３期目 29～03 

 

❷令和３年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 

 ① 研究開発の成果 （根拠となるデータ等を「❹関係資料に掲載すること。） 

１．本校の５年間の成果 

（１）生徒の資質の向上 

第Ⅲ期は、課題研究を中心とした教育課程の研究開発にあたり「白堊研究Ⅰ」「白堊研究Ⅱ」

「白堊研究Ⅲ」を設置した。 

「白堊研究Ⅰ」では、課題研究の質を高めるために基礎的な研究スキルを育成することを目

的に、基礎スキル研修・探究活動・テーマ研究に関する 40 の教材を開発した。開発教材によ

り生徒は、課題研究前に「科学とは何か」「科学的な正しさとは何か」などを意識することが

できた。特に、毎回の授業にディスカッションの機会を設けることで、ディスカッションの重

要性を理解できた。 

＜令和元年度卒業生＞ 

 

＜令和２年度卒業生＞ 

 

＜令和３年度卒業生＞ 

 

 ＜研究者として必要な資質＞ 

項目１ 科学技術、理科・数学の理論・原理への興味 

項目２ 自分から取り組む姿勢（自主性、やる気、挑戦心） 

項目３ 粘り強く取組む姿勢 

項目４ 独自のものを創り出そうとする姿勢（独創性） 

＜ディスカッションの効果＞ 

項目５ 社会で科学技術を正しく用いる姿勢 

項目６ 周囲と協力して取組む姿勢（協調性、リーダーシップ） 

項目７ 考える力（洞察力、発想力、倫理力） 

項目８ 成果を発表し伝える力（レポート作成、プレゼンテーション） 

図１．生徒意識調査による３年間の興味・姿勢・能力の向上 
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「白堊研究Ⅱ」では、生徒のディスカッションの機会を増やし、発問に答えることで考えを

深めることを目的に、茨城大学工学系大学院生をチューターとして７名程配置し、約 30 テー

マのグループをサポートした。それにより、生徒は研究内容について根拠をもって説明ができ

るようになった。 

「白堊研究Ⅲ」では、「白堊研究Ⅱ」の研究内容を論文にまとめた。その際、生徒はグルー

プでディスカッションしながら考えることで、研究の考察をさらに深め、結論を導き出すこと

ができるようになった。 

これらの授業を通して、生徒は、研究者として必要な資質である「科学に対する興味や知識」

「自分から取り組む姿勢」「粘り強く取り組む姿勢」「独自のものを創り出そうとする姿勢」、

ディスカッションの効果である「社会で科学技術を正しく用いる姿勢」「周囲と協力して取組

む姿勢」「考える力」「成果を発表し伝える力」を向上させていった。しかしながら、令和元

年度後半からの新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、外部発表会等が中止となり、生徒は

自身のプレゼンテーション力を確認することができないため、評価が下がってきてしまった。

これは、生徒の能力を伸長し、自己肯定観を高めるために、コミュニケーションやディスカッ

ションの場が、非常に重要であることを示す。 

 

（２）科学技術人材の育成 

表１．「各種課題系コンテスト」等の参加状況（課題研究を含む） 

SSH 第Ⅰ期 第Ⅱ期 第Ⅲ期  

 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 合計 

出展数 0 6 70 27 84 82 74 63 67 80 58 61 34 58 62 826 

受賞数 0 2 7 10 21 16 15 12 11 18 17 13 5 8 8 163 

受賞数合計 40 72 51  

※R1、R2 は新型コロナウイルス感染症拡大に伴い中止が多かった 

 

＜コンテスト等の主な結果＞ 

・科学の甲子園ジュニア全国大会 R1「宇部興産賞」受賞 ※初出場校内１位（全国６位） 

・IBARAKI ドリームパス事業 R2 化学部 「総合グランプリ」 

・SSH 生徒研究発表会 H29 化学部「ポスター発表賞」、R2 化学部「１次予選」通過 

・全国高等学校総合文化祭自然科学部門   物理部 H29、R1、R4 出場 

地学部 H30、R1、R2 ３年連続出場 ※H30 地学部「ポスター部門奨励賞」受賞 

・科学の甲子園茨城県大会 R2「茨城県議会議長賞(２位)」「選考委員特別賞」 

 

表２．科学系部活動の人数  ※高校科学系部活動は数学部・物理部・化学部・生物部・地学部の合計 

SSH 第Ⅰ期 第Ⅱ期 第Ⅲ期 

  H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

附属中学校科学部           8 14 18 23 26 38  33 23 25 27  

高校科学系部活動 45 60 58 67 78 60 54 52 49 46 45 52 47 37 55 

平 均 61.6 70.0 76.4 

 

本校は、SSH 指定時から課題研究による科学技術人材の育成に取り組んできた。SS クラス及

び科学系部活動生徒は、外部の研究発表会等で研究成果を広めてきた。受賞数は、生徒が日頃

からディスカッション力を高めてきた成果と考える。 

本校の科学系部活動は、附属中学校の科学部をはじめ、高校においても、数学部、物理部、
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化学部、生物部、地学部とすべての部活動があることが特徴である。附属中学校が併設される

にあたり高校は２クラス減ったが、常に多くの部員を維持し、活発な研究及び地域貢献活動を

行っている。 

 

（３）大学や研究所等関係機関との連携 

表３．「白堊科学セミナー」の受講者数 

SSH 第１期 第２期 第３期   

年度 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 合計 

受講者数 14 15 8 17 15 13 14 11 11 14 17 8 11 25 37 230 

中学                           1 5 6 

※新型コロナウイルス感染症対策により R2 は全部、R3 は一部オンライン 

※オンライン講座は、附属中学生も参加 

 

本校は、茨城大学工学部と「白堊研究Ⅱにおけるチューター配置」「茨城大学工学部インタ

ーンシップ」「白堊科学セミナー」など多くの連携をし、高大接続の研究をしている。「白堊

科学セミナー（ものづくりの楽しさ）」は、SSH 指定当時から、大学教員(約 14 名)に 14 回わ

たり工学部の魅力を教えてもらう講座を本校や大学の施設も使い開講している。昨年度から

は、新型コロナウイルス感染症対策のためオンラインで、基本、本校のみで実施した。それに

より、中学生も参加できるようになり、今年度は５名が参加した。延べ人数では、37 名が参加

するほど好評だった。 

その他に、以下の大学や研究所等関係機関と連携を図った。 

・筑波大学医学群医療系 

・筑波大学附属病院 

・横浜国立大学大学院環境情報研究院「数学力育成講座」 

・東京大学物性研究所「スーパーコンピュータ研修」 

・理化学研究所「OB 訪問」 

・日立製作所日立研究所・日立グループ「OB 訪問」 

・日立製作所日立病院 

・JAEA 

・KEK 

・UC バークレー「天文研修・OB 訪問」 

 

（４）課題研究における教育課程と教材開発（p.98 資料 12 参照） 

課題研究における教育課程の研究開発にあたり「白堊研究Ⅰ」「白堊研究Ⅱ」「白堊研究Ⅲ」

を設置した。特に、「白堊研究Ⅰ」では、課題研究の質を高めるために基礎的な研究スキルを

育成すること、毎回の授業にディスカッションの機会を設けることを目的に、基礎スキル研修

・探究活動・テーマ研究に関する 40 の教材を開発した。教材作成には、10 人以上の教員が携

わり、教員研修の機会にもなった。 

「白堊研究Ⅰ」の成果物「基礎スキル研修指導案」「テーマ研究(生徒用)活動計画書」を HP

掲載し、公開授業はオンラインも併用して行った。成果物は、生徒の話し合い活動の教材とし

て他校でも活用されており、問い合わせも多数あった。公開授業では、ディスカッションにお

ける生徒の主体的な活動や開発教材の指導案に授業担当教員がアイデアを加えて進める授業

展開に対し、外部からの参加教員から好評価を得た。 
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２．本校の 15 年間の取組と成果（p.99 資料 13 参照） 

   本校では、第Ⅰ・Ⅱ期計画から国際的に活躍する科学技術人材を育成するため「課題研究を

中心とした教育課程の研修」「大学・研究機関との連携」「国際交流」を三本柱として SSH 事

業を進めてきた。第Ⅲ期計画では、これまでの課題研究を行う科目「科学研究」を「白堊研究

Ⅱ」とし、さらに課題研究の質の向上を目指して「白堊研究Ⅰ」「白堊研究Ⅲ」を設置、さら

にそれぞれの授業展開においてディスカッションの機会を設けた。「白堊研究Ⅱ」には、茨城

大学工学系大学院生をチューターとして配置した。それにより、研究の質や生徒の能力が向上

し、大学への進学実績も向上した。 

 

 

３．令和３年度における研究開発の成果 

本校の研究開発課題は「科学的ディスカッションができるリーダーを育成するための研究」で

ある。将来、研究分野において、リーダーシップを発揮できる人材の育成を目的とし、課題研究

による研究者の資質を育成すること、ディスカッションの機会を多くすることで論理的思考力、

表現力を育成することを目標として研究を進め、以下の成果を得た。 

 

（１）SSH の取組における成果 

（ア）課題研究に関する科目 

① 白堊研究Ⅱ （p.89-90 資料２・３参照） 

生徒は、自らテーマを決め、グループで「課題研究」に取り組むことにより「未知の事柄

への興味がある」「学んだことを応用することへの興味がある」「科学技術を正しく用いる

姿勢がある」「真実を探って明らかにしたい気持ちがある」「理科実験への興味がある」「粘

り強く取り組む姿勢がある」「科学技術、理科・数学の理論・原理への興味がある」「周囲

と協力して取り組む姿勢」「考える力がある」の項目を高めることができた。 

生徒に対して１月にアンケートを実施した。例年、研究テーマの決定は非常に時間がかか

り、生徒が苦手とする活動であるが、３割近くの生徒が４月以前にテーマが決まっており、

昨年度より多い６割以上の生徒が、年度始めから研究を始められた。研究テーマの決定に関

しては、「教員・チューターに勧められて決定した」の割合が昨年度より減り、「教員・チ

ューターの意見をもとにして自分で決定した」が増加した。今年度は、主体的にテーマを決

定できた生徒が多い。研究テーマを決めるにあたり困ったことについては「やりたいことが

見つからない」「やりたいことが高校では難しい」の割合が高い。「未知の事柄への興味（好

奇心が）がある」「科学技術、理科・数学の理論・原理への興味」があるという項目の評価

が高いことから、研究に対して、高い意識で臨んでいることがうかがえる。 

本校の課題研究の研究形態は、ディスカッション能力を高めるため、グループ研究を勧め

ている。グループ研究の利点として「みんなでディスカッションすることができる」「作業

を分担することができる」の割合が高い。グループでの研究活動や発表での質疑応答を通

じ、ディスカッションによる意思の疎通や、研究の筋道をきちんと立てること、さらには作

業を工夫して効率的に進めることの重要性に気付くことができたためと考える。ディスカッ

ションについて「好き・やや好き」が 81％と高い。「役に立つ・少し役に立つ」は 99％と

非常に高い割合だった。多くの生徒が、ディスカッションの重要性を実感できた。 

平成 29 年度より茨城大学工学系大学院生を「白堊研究Ⅱ」のチューターとして配置した。

チューターには、研究のアドバイスをするのではなく、質問を投げかけ、生徒自らが気付く

ことができるようにする活動を依頼した。チューターは、注意深く生徒の活動の様子を観察

し、一つ一つの行動に対し、何を目的にしているのか、何のためにするのか、本当にその方

法でよいのかなどの問いかけをしている。それをきっかけに、生徒とディスカッションを行
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う。生徒は、その中で、研究の内容を理解したり、考えを深めたりして行く。その活動成果

を正確に把握するため、年度の最後の授業で、生徒に対してチューター活用のアンケートを

行っている。多くの生徒が、チューターとのディスカッションにより研究内容を深めること

ができたと回答しており、チューターに対して感謝する言葉が多く聞かれた。 

 

② 白堊研究Ⅲ （p.91 資料４参照） 

２年次で行った「白堊研究Ⅱ」の研究をまとめ、論文を作成した。２年次での成果発表会

で得られた知見をもとに、必要な部分について追加実験を行い、内容を修正することができ

た。また、今年度の SSH 研究発表会は、新型コロナウイルス感染症対策のため、人数制限を

した上で、外部の教員等を招いて実施した。ポスターセッションにおける質疑応答では、活

発なディスカッションが行われていた。２年次から発表を重ねてきている成果として、全体

的にスムーズに自分の言葉で発表することができた。ここでは、多くの生徒から高い評価を

受けた研究に対して「ポスター発表優秀賞」を、また白堊研究Ⅱ・Ⅲにおいて優れた研究を

した各分野の代表に「奨励賞」を授与した。 

教員は、生徒の活動に対してルーブリック評価表を用いて評価した。93％の生徒は、レポ

ート形式を正しく理解して見やすい論文を作成することができ、データや解析結果の取り扱

いについても正しく活用できた。考察においても結果に基づいて科学的に妥当な考察・まと

めをし、研究方法や論理の導き方に独自のアイデアや工夫をすることができた。昨年度はオ

ンラインでの対応が多かったが、今年度は対面での授業が展開でき、教員やグループ内で十

分にディスカッションができたためと考える。 

 

（イ）課題研究実施前に基礎となる資質・能力を育成するための科目・取組 

ａ 課題研究の基礎的なスキルを育成する科目 

③ サイエンスリテラシー （p.39 図３参照） 

中学段階から、自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題

を解決する資質や能力を育成するため「課題研究」を行った。１学年の「ミニ研究をしよう」

では、研究のまとめにおいてグループの仲間と協力して研究の成果を Google スライドでま

とめてポスターを作成することができた。２学年は、生徒自身が、興味や関心のあるテーマ

について課題を設定し、研究のまとめは Google スライドでポスターを作成して、２月の SSH

成果発表会で発表することができた。SSH 成果発表会の経験を踏まえ、３学年では、工夫や

改善をして実験等を行い、Google スライドでポスターにまとめ、より深い内容を SSH 研究

発表会で発表することができた。多くの生徒は、この授業を通して、科学への関心、科学的

な表現力・知識及び PC の活用を向上させることができた。 

 

④ 白堊科学Ａ･Ｂ （p.91 資料５参照） 

   自然科学の領域毎の視点の特徴を理解するとともに、基本的な実験のスキルの習得及び

確からしさの検討等を行った。授業では、生徒が工夫したノートをつくることで、知識の定

着を図り、実験レポート作成を通して科学的原理の理解と実験結果から考察を組み立てる学

習を行った。それにより、生徒の「理科に対する理解・知識」「実験・観察する能力」「理

数教科全般の学力」「論理的思考力」「自主性・積極性・挑戦心」「物事を考える応用力」

が高まった。 

 

⑤ 白堊研究Ⅰ （p.92 資料６参照） 

今年度、11 講座の基礎スキル研修と探究活動、テーマ研究を行った。1 年次教員が科目担

当をしており、本校では、理科・数学教員以外も生徒の基本的な研究スキルや科学的思考力
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の向上に対して支援することができるように研修会を行っている。 

「白堊研究Ⅰ」は、評価を正確に測定するため、年度最後の授業において意識調査を行っ

ている。そのため、令和２年度のデータであるが、生徒は、「未知の事柄への興味」「科学

技術、理科・数学の理論・原理への興味」「学んだことを応用することへの興味」「自分か

ら取組む姿勢」「周囲と協力して取組む姿勢」「粘り強く取組む姿勢」「独自のものを創り

出そうとする姿勢」「発見する力」「問題を解決する力」「考える力」「成果を発表し伝え

る力」が向上した。生徒は、能力向上に効果があった講座として「目的・目標とは？」「批

判的思考力」「演繹・帰納・反証」「ロジックツリーで原因を探る」「ヒストグラム作成と

データ解析」「エクセルデータ処理」「グラフの描き方」「評価方法とは」「探究活動」「テ

ーマ研究」を挙げた。また、授業当初は、うまく話がまとまらないときに「多数決で決める」

が非常に多かったが、受講後には「粘り強く合意点を探す」が多くなり、「とりあえず他の

人の意見に賛同する」が減った。ディスカッションを多く重ねることで、生徒の意識が大き

く変容した。 

 

ｂ 数学的リテラシーの伸長を目的とした取組 

⑥ 数学力育成講座 （p.44 図４-７参照） 

今年度は Zoom によるオンラインで行った。講師の講義を経て生徒たちは、数名ずつブレ

イクアウトルームに分かれ、TA の指導のもと演習問題に取り組んだ。TA は、生徒に、問題

に対する考え方を引き出す発問をした。生徒は、仲間や TA とのディスカッションを通して

問題を解決した。本講座を受講した生徒全員が数学への知識・理解が高まった。生徒は、こ

の講座を通して「問題解決の仕方」「協力して問題を解決することの楽しさやよさ」「数学

の教養」を得た。 

 

ｃ コミュニケーション能力の伸長を目的としたもの 

⑦ 附属中学コミュニケーション能力育成プラン 

将来、国際的に活躍するために、中学段階からの語学教育に力を入れている。学校生活の

始まりから英語に触れるイングリッシュタイム、国際的なコミュニケーション能力を身に付

けるグローバルコミュニケーション、それらを実践的に活用する国内語学研修、海外語学研

修を行っている。今年度は、海外語学研修をオンライン語学研修に変更して実施した。イン

ドネシア、イギリス、フィリピン、ドイツ出身の講師に対して、プレゼンテーションを行っ

た。その後、講師の母国をテーマにディスカッションを行った。国際交流を通して異文化理

解を深め、培ってきた語学力を生かすことができた。 

 

⑧ 科学英語 （p.50 図８参照） 

「科学英語」を通して、英語や科学に対する学習意欲が高まり、科学英語に関する知識が深

まった。英語で論文を書いたり、研究発表したりする力を高めたい意欲を多くの生徒がもつ

ことができた。ALT が提供する映像やプレゼンテーションは日本人の発想と違い、マクロか

らミクロへという流れで構成されている。また、身近な話題もたくさん取り上げており、生

徒は「日々起きていること」という意識で授業に参加することができた。担当教員にとって

も、クロスカリキュラムなどカリキュラムマネジメントを考える機会となり、「科学英語」の

授業と理科や英語の授業とのつながりを生徒が意識できる声のかけ方についても打合せをし

た。それにより、生徒は、高い意識で「科学英語」の授業に取り組めた。 

 

⑨ 海外研修 （p.52 図 10参照） 

「イギリス研修」を変更して、「カナダオンライン研修」を行った。カナダのブリティッ
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シュコロンビア大学の学生とオンラインによる SDGs に関するプレゼンテーションとディス

カッションを行った。生徒の多くは、３日目には研修中のネイティブとの英会話を「ほとん

ど理解できた」「英語を話せる・理解できると感じた」と回答しており、特に英語のみで集

中的にコミュニケーションを行い、アウトプットの機会を経験することの重要性を感じた。 

  

⑩ 白堊英語セミナー 

ネイティブスピーカー等による 12 回の講義等は、オールイングリッシュで実施された。

募集時に受講経験者の率直な感想を紹介したことで、英語の発話に苦手意識をもつ生徒が挑

戦するきっかけにもなり、昨年度以上の受講者が集まった。生徒は、英語を深める有意義な

時間を過ごすことができた。授業では、グループワーク等があり、他校生と交流し、お互い

の英語力を知る刺激的な機会にできた。 

 

ｄ 課題研究に向けて、意欲・好奇心を高めるとともに、テーマを設定するための取組 

⑪ 白堊科学セミナー 

今年度も、本校と茨城大学工学部をテレビ会議システムで結びオンラインで実施した。校

内で実施するという参加のしやすさから、昨年度より増加し、延べ人数で 37 名の生徒が参

加した。うち附属中学校の生徒も５名参加することができた。14 講座の幅広い茨城大学工

学部の研究に触れることができた。生徒は、最先端の科学技術とものづくりの楽しさを体験

することができた。 

 

⑫ 科学講演会 （p.96-97 資料 11参照） 

   東京大学新領域創成科学研究科准教授 小林亮太氏による「脳のシミュレーション～人

間のように考える人工知能を目指して～」の講演会をオンラインで行った。モニター越しで

あったが、講師が生徒一人一人に話しかけるような講演だった。生徒もメモをとりながら講

演を聞き、その後、活発な質疑応答が行われた。事前調査で「研究者になりたい」生徒は、

中学生で 37.2％、高校生で 22.1％であった。これが事後調査では、中学生で 49.8％、高校

生で 43.6％と高校生では２倍近く増加した。さらに、高校生では研究者になりたいと「と

ても思う」生徒は事前の 3.7％から 22.5％と大きく増加した。生徒の研究者を目指す意欲を

高めることができた。 

 

⑬ 科学研修会 

   今年度の「理化学研究所研修」はオンラインで行った。２人の本校 OB より最先端研究の

現状や課題、今後の方向性などを学んだ。それにより、参加した全生徒の科学分野に対する

興味・関心が高まった。「メディカルセミナー」は、研修のうち４回をオンラインで行った。

生徒の医療に対する意識をしっかり高めることができた。附属中学生に対しては、「ヒカリ

モ・地層研究会」を実施した。高校教員から説明を受け、日立市の自然について興味・関心

を高めることができた。 

 

（ウ）研究者になるための資質としての思考力、論理性、集中力、持久力、コミュニケーション

の必要性への理解の育成を目的とした取組 

⑭ 科学の祭典・サイエンスショー等でのパフォーマンス 中止した。 

⑮ 科学研究発表会等での発表及びコンテストへの参加 

  14 件のコンテスト・発表会に 62 テーマ出展した。受賞は以下の通りである。 

・日本機械学会関東支部第 29 回茨城講演会高校生セッション 優秀発表賞：地学部 

・千葉大学第 15 回高校生理科研究発表会 奨励賞：生物部 
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・茨城県高等学校文化連盟自然科学部研究発表会 

 最優秀賞：物理部（R4 全国大会へ） 優秀賞：化学部、生物部  奨励賞：物理部 

・第 24 回げんでん科学技術振興事業  大賞：化学部 

・第 12 回「高校生の科学研究発表会＠茨城大学」 優秀発表賞：化学部 

  

⑯ 白堊ネイチャースクールでの TA としての活動 

「白堊ネイチャースクール」を日立市シビックセンター科学館で実施した。入場した小学

生やそれより小さい子供、保護者も含めて、科学の楽しさを体験してもらった。生徒は、来

場者に積極的に声かけなどをする中で、コミュニケーション力を高めることができた。 

「海辺の自然体験活動」では、生物部がフィールドワークで活動する東滑川ヒカリモ公園

のヒカリモの魅力を、参加した小学生や保護者に、顕微鏡観察による体験、スライドによる

説明を通して伝えた。この活動で、生徒のプレゼンテーション力を高めることができた。 

 

（２）SSH の取組に３年間参加したことでの興味、姿勢、能力の向上 

サイエンス科３年次生徒における意識調査において、１年次からの評価平均の増加の最大値は

0.4 であり、その項目は「独自のものを創り出そうとする姿勢」「考える力」、0.3 増加した項

目は「観測や観察への興味」、0.2 増加した項目は「科学・技術、理科・数学の理論・原理への

興味」「社会で科学技術を正しく用いる姿勢」「粘り強く取組む姿勢」「発見する力」だった。

これは、本校の進める SSH における教育課程「白堊科学Ａ・Ｂ」「白堊研究Ⅰ」「白堊研究Ⅱ」

「白堊研究Ⅲ」が相互に連携し、十分に機能したためと考える。本校の SSH 第Ⅱ期計画時に低か

った「社会で科学技術を正しく用いる姿勢」は、今期第Ⅲ期計画では評価が高い。本計画と前計

画との違いは「白堊研究Ⅰ」「白堊研究Ⅲ」の導入やディスカッションの機会を多く設けたこと

である。「白堊研究Ⅰ」の基礎スキル研修では「知の理論 批判的思考力」を取り扱っている。

「白堊研究Ⅲ」では、「白堊研究Ⅱ」の研究を論文にまとめている。日頃からディスカッション

を行うことで、根拠をもって、物事を正しく伝える意識が身に付いたと考える。生徒は、本校の

SSH 研究開発を通して、本校の目的である「科学的ディスカッションができるリーター」に成長

していると考える。（p.94 資料８参照） 

サイエンス科３年次生徒は、３年間の SSH で良かったと思う事業や成果を上げることができ

た事業として、サイエンス科が履修できる SSH 科目「白堊研究Ⅱ」「白堊研究Ⅲ」「科学英語」

を高く評価した。普段の授業では習得が難しいスキルを習得できたためと考える。１年次全員が

履修した SSH 科目「白堊科学Ａ･Ｂ」「白堊研究Ⅰ」も評価が高い。最先端で活躍する研究者か

らの直接話が聞ける「サイエンスセミナー」「科学講演会」もあげられている。校内で行った「SSH

研究発表会ポスターセッション」「SSH 成果発表会インデクシング・ポスターセッション」、外

部での「高校生の科学研究発表会＠茨城大学」など生徒自身が発表してプレゼンテーション能力

やコミュニケーション能力を向上させる機会も評価が高い。「白堊研究Ⅱ・Ⅲ」「SSH 成果・研

究発表会」「サイエンスセミナー」など、生徒の記憶に残る経験をさせることができたと考える。

３年間の SSH 活動を通して興味や能力が向上した項目について５段階評価をしてもらった。評

価平均の最大値 4.2 の項目は「プレゼンテーション能力」、4.1 は「科学に対する理解・知識」

「実験・観察する能力」「自主性・積極性・挑戦心」「コンピュータ操作」、4.0 は「科学に対

する興味関心」「論理的思考力」「応用力」「独創性・創造性」だった。SSH 計画における「白

堊研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」が効果的であったと考える。（p.94 資料７参照） 

 

（３）教員への効果とその評価 （p.95 資料 10 参照） 

「SSH 推進委員会」「サイエンス部」構成メンバーは、すべての教科の担当者が含まれる。教

員は、SSH において、学習指導要領よりも発展的な内容や教科・科目を超えた教員連携を重視し
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た。また、SSH により、生徒の科学技術に対する興味・関心・意欲や科学技術に関する学習意欲

が増し、学校の科学技術、理科・数学に関する先進的な取組が充実したと考えている。「SSH の

取組によって生徒の学習全般や科学技術、理科・数学に対する興味、姿勢、能力が向上したと感

じますか」の質問に対して各項目を３段階で評価してもらった。評価平均の最大値 2.5 の項目は

「成果を発表し伝える力」、2.4 は「観察・実験への興味」「周囲と協力して取組む姿勢」、2.3

は「問題を解決する力」、2.2 は「科学技術、理科・数学の理論・原理への興味」「粘り強く取

り組む姿勢」「発見する力」「考える力」だった。「生徒に特に効果があったと思う SSH の取組

はどれですか」の質問に対しては、「プレゼンテーションする力を高める学習」「理数系コンテ

ストへの参加」「大学や研究所、企業、科学館等の見学・体験学習」「(自校で行う)個人や班で

行う課題研究」などを挙げた。教員は、「白堊研究」に関するもの、普段の授業では体験できな

いものをあげている。教員も SSH 事業を高く評価している。 

（４）成果の発信・普及 

本研究は｢科学的なディスカッションができるリーダーを育成するための研究｣である。本校生

徒と外部の方が直接ディスカッションすることで本研究の成果を体感してもらえると考え、外部

に向けた発表会の開催や大学等の研究発表会への積極的な参加などの機会を多く設けた。生徒は、

その力を十分に発揮し、活躍し、コンテスト等で受賞するなど高い評価を得た。 

① 外部に向けた生徒研究発表会の実施 

   ６月「SSH 研究発表会」を人数制限して公開した。日立市民会館にて「白堊研究Ⅲ」・附属

中学校・高校科学系部活動それぞれの代表が口頭発表を行った。その後、「白堊研究Ⅲ」・附

属中学校３学年「サイエンスリテラシー」のポスター発表を校内で行った。 

２月「SSH 成果発表会」を非公開で行った。「白堊研究Ⅱ」によるインデクシング及びポス

ター発表、高校普通科２年次による「総合的な探究の時間」の口頭発表、附属中学校２学年「サ

イエンスリテラシー」のポスター発表を校内で行った。 

「SSH 研究発表会」における「白堊研究Ⅲ」・附属中学校・高校科学系部活動それぞれの代

表の口頭発表と「SSH 成果発表会」における「白堊研究Ⅱ」インデクシングは、動画を撮影し、

Youtube で限定公開した。 

② 大学等による科学研究発表会 （p.64「発表会等参加一覧」参照） 

   科学系部活動や｢白堊研究Ⅱ・Ⅲ｣の研究成果は、様々な発表会に出展している。その際、生

徒は、研究者や他校生等と積極的なディスカッションを対面やオンラインで行った。また、こ

れらの活動を通して、生徒が日頃から培ってきたディスカッション力、グループやチューター、教

員とディスカッションをすることで深めてきた研究成果の普及を図った。 

③ 令和３年度 輝け！私たちの未来「探究プロジェクト」「探究意見交換会」（１学年）への資料提供 

令和２年度に開校した５校の県立附属中学校の生徒が、遠隔教育システムを利用して「探究

意見交換会」を実施した。地域についての探究活動の良い目標として、本校化学部の取組とそ

の研究発表の動画を視聴することで、研究テーマや研究の進め方などについて学んだ。 

④ 「白堊研究Ⅰ」公開授業 

第Ⅲ期計画で、特に研究開発を進めてきた「白堊研究Ⅰ」の公開授業を来校とオンラインの

両方で行った。講座は、「情報処理① 代表値の特性」「知の理論① 批判的思考力」を行っ

た。その後、研修会を開催し、「課題研究前の生徒研修内容としてよい」「自校でも取り入れ

たい」「生徒が積極的にディスカッションしている様子を見て驚いた」「教員も生徒も楽しそ

う」など、高評価を得た。 

⑤ 研究開発教材等の HP掲載 （p.98 資料 12 参照） 

「白堊研究Ⅰ」で研究開発した教材及びその指導案 19 本と「白堊研究Ⅱ・Ⅲ」における成

果物や活動内容を評価するためのルーブリック評価表３本を HP に掲載した。 
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⑥ その他の成果の発信・普及 

  ・高教研生物部実験専門委員会で、「白堊研究Ⅰ」の取組について研修会を行った。 

・「SSH 通信」「SSH 事業報告」等を HP 掲載した。 

  ・小中学生に対して｢白堊ネイチャースクール｣「日立シビックセンター科学館ポスター展示」

ヒカリモや自然の大切さを紹介する｢海辺で自然体験活動｣を実施した。 

 ② 研究開発の課題  （根拠となるデータ等を「❹関係資料に掲載すること。） 

（１）科学的思考力の向上を図る探究活動「統計学」の導入・数学力の強化（p.93 表 6-1 参照） 

既実施の計画における「目指す生徒像(Can-Do リスト)」の生徒意識調査において「エ 数学

的な概念・手順・事実・ツールを使って事象を記述し、説明し、予測できる。」「オ データ

を数学的に評価できる。」に対する肯定的な回答は 50％程しかなかった。 

そこで、「白堊研究Ⅰ」の探究活動に、「統計学」を導入する。例えば、日立市は天気予報

業務許可を取得し、日本で唯一、独自の天気予報を行っている地方自治体であり、市内７ヶ所

の観測データが公開されている。そのデータから年毎の気温や降水量の比較などを行い、相関

係数、回帰直線、標準偏差などを活用する活動が考えられる。日頃から得られる結果をしっか

り分析し、評価することで、新たな課題を見つける能力、数学的に予測をする能力を育成する。 

また、「数学力育成講座」においても、大学等との連携を図りながら「統計学」や「科学に

関する数学」の講座を開催し、科学における数学の重要性を意識させる。これらの取組により、

「課題研究」の質の向上も図る。 

 

（２）「目的」「研究計画(計画)」を意識した「探究活動(ミニ研究)」の複数回実施 

「白堊研究Ⅱ」において、「研究する」ことが目的となり、「何のために研究をするのか」

を忘れてしまう生徒がいる。これは、課題設定があいまいで、生徒自身が研究目的を正しく理

解していないので、見通しをもって研究に取り組めていないためと考えた。そこで、「サイエ

ンスリテラシー」「総合的な探究の時間」「白堊研究Ⅰ」に探究活動(ミニ研究)の機会をでき

るだけ多く設ける。探究活動では、発表会を開催して、多くの生徒・教員と質疑応答を行い、

その後、目的に適した研究がなされていたかを振り返る。これらを何度も繰り返すことで、課

題設定の重要性に気づき、常に「目的」「研究計画(計画)」意識した研究ができるようになる

と考える。また、探究活動（ミニ研究）の機会を増やすことで、「目指す生徒像」の「ウ 自

然科学における、実験・推論の考え方が身に付いている」「ケ ディスカッションによって、

自分の論理が正しいのか、どんな修正が必要なのかを明らかにし、研究を深化することができ

る」生徒が増加し、科学的思考力の向上も期待できる。 

 

（３）成果の普及のために「課題研究」研修会を開催 

本校で研究開発する課題研究科目は、サイエンス科における「白堊研究Ⅱ・Ⅲ」である。課

題研究前に取り組む科目は、１年次の「白堊研究Ⅰ」と「総合的な探究の時間」である。この

他に、「科学英語」では「白堊研究Ⅱ」のアブストラクトを作成している。これら「課題研究」

に係る科目の公開授業などの研修会を計画的に実施し、「課題研究」の普及を図り、指導方法

・評価方法などの研究をしていく。本校でも「課題研究」の指導に不安を感じる教員もおり、

これまで培ってきたものを生かし、同じ指導をする教員同士がディスカッションをすることで

解決策を見出している。そのため、他校でも「課題研究」の指導に不安を感じる教員に対し、

本校が行っている生徒が主体的に行う「課題研究」の進め方や生徒の活動の様子、普通科「総

合的な探究の時間」の生徒の活動の様子、教員のサポートの仕方、地域人材の活用についての

普及を図ることは、非常に重要と考える。 

 


